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メッキ液・エッチング液の薬液濃度計
検出器／変換器一体型
　銅濃度／ニッケル濃度計

検出器／変換器分離型
　銅濃度／ニッケル濃度計

プロセス用！！
　電磁誘導式　液体濃度計

プローブ型！
　硫酸銅／ニッケル濃度計

CU-800／Ni-800 CU-502／Ni-502 EMC-502 CU-5Z／Ni-5Z

Ni-800
高濃度：0.0～200.0 g/ℓ (Ni)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Ni)

Cu-800
高濃度：0.0～80.0 g/ℓ (Cu)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Cu)

工業用　５０２シリーズ
　硫酸銅モニター
　ニッケルモニター
　ｐＨモニター
　ＯＲＰモニター
　フッ素イオンモニター
　電磁濃度計

CU-502
Ni-502
PC-502
OC-502
KF-502
EMC-502

プローブ型　５Ｚシリーズ
〇銅濃度計　CU-5Z
　銅濃度を0.0～76.0g/ℓの範囲で測定

〇ニッケル濃度計　Ni-5Z
　ニッケル濃度を0.0～199.9g/ℓの範囲で測定

〇銅・ニッケル濃度計　CUNi-5Z
　一台で銅とニッケル濃度を測定

簡単取付
簡単操作
高機能

電気的無接触型で
高濃度薬液濃度測定

測定方式

測定対象

測定範囲
測定単位

電磁誘導式センサー

塩酸、硫酸、硝酸、その他

サンプルにより異なります。
（応相談）

〒120-0015 東 京 都 足 立 区 足 立 2 - 4 0 - 1 6

〒374-0123 群馬県邑楽郡板倉町飯野 2334-1
電 話 03(3852)1161　FAX 03(3852)1165

電 話 0276(82)2521　FAX 0276(82)2525

本 社

館林工場

　

東
京
商
工
会
議
所
葛
飾
支
部

（
浅
川
弘
人
会
長
・
㈱
浅
川
製
作

所
会
長
）
と
葛
飾
区
（
青
木
克

德
区
長
）
は
、
第
18
回
葛
飾
ブ

ラ
ン
ド
「
葛
飾
町
工
場
物
語
」

の
認
定
品
を
決
定
し
た
。
今
回

は
、高
い
業
界
シ
ェ
ア
を
誇
り
、

国
内
外
に
お
い
て
幅
広
く
展
開

し
て
い
る
製
品
や
様
々
な
分
野

に
お
け
る
高
度
な
製
造
、
加
工

技
術
を
持
つ
７
社
の
製
品
・
技

術
を
認
定
し
た
。

　

本
事
業
は
、
葛
飾
区
の
町
工

場
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
選
り
す

ぐ
り
の
製
品
等
（
部
品
、
製
造

に
か
か
わ
る
技
術
も
含
む
）
を

“
未
来
を
照
ら
す
技
”葛
飾
ブ
ラ

ン
ド
「
葛
飾
町
工
場
物
語
」
と

し
て
認
定
し
、
製
造
背
景
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
ス
ト
ー
リ

ー
マ
ン
ガ
を
発
行
し
「
も
の
づ

く
り
の
ま
ち
葛
飾
」
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
発
信
事

業
。

　

第
18
回
を
迎
え
た
本
年
は
４

月
よ
り
募
集
を
行
い
、
調
査
員

に
よ
る
工
場
へ
の
訪
問
調
査
、

学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
認
定
審
査
委
員
会
で
の
審
査

を
経
て
、「
技
術
力
」
や
「
信
頼

性
」、「
物
語
性
」
等
の
観
点
で

評
価
を
行
っ
た
結
果
、
自
社
独

自
の
高
い
技
術
を
有
し
て
い
る

７
社
の
製
品
・
技
術
を
新
た
に

認
定
し
た
。

　

認
定
さ
れ
た
企
業
に
は
、「
葛

飾
町
工
場
物
語
」
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
使
用
が
認
め
ら
れ
、
今
年

度
は
12
月
に
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ

ト
で
開
催
さ
れ
る
「
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ　

ｉ
ｎ　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
や
来
年
１
月
に

開
催
さ
れ
る「
町
工
場
見
本
市
」

等
の
展
示
会
に
「
葛
飾
町
工
場

物
語
」
ブ
ー
ス
と
し
て
無
料
で

出
展
で
き
る
ほ
か
、
ス
ト
ー
リ

ー
マ
ン
ガ
や
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
同
社
製
品
（
お
よ
び
技

術
）
を
広
く
発
信
す
る
。

　

18
年
間
続
く
本
事
業
だ
が
、

地
域
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

「
葛
飾
＝
良
い
も
の
を
創
る
職

人
の
い
る
街
」
と
い
う
こ
と
を

発
信
し
続
け
て
き
た
こ
と
で
、

葛
飾
の
製
品
・
技
術
の
Ｐ
Ｒ
だ

け
で
は
な
く
、
次
世
代
を
担
う

若
手
経
営
者
の
育
成
や
、
事
業

者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
も

図
ら
れ
て
き
た
。

　

今
回
新
た
に
認
定
を
受
け
た

７
社
に
は
、
10
月
19
日
に
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
で
開
催
さ

れ
た
区
内
事
業
者
に
よ
る
産
業

見
本
市
「
第
40
回
葛
飾
区
産
業

フ
ェ
ア
」
に
お
い
て
、
認
定
証

の
贈
呈
を
行
っ
た
。
会
社
名
と

認
定
製
品
・
技
術
は
次
の
通
り
。

ニ
ュ
ー
ロ
ン
グ
工
業
㈱
／
紙
袋

の
製
造
に
用
い
る
製
袋
機
、
㈱

オ
プ
ト
ゲ
ー
ト
／
光
フ
ァ
イ
バ

ー
断
線
検
査
機
、
磯
村
産
業
㈱

／
金
属
板
の
精
密
加
工
技
術
、

㈱
ア
オ
キ
ス
イ
ー
パ
ー
／
熱
溶

着
チ
ャ
ン
ネ
ル
ブ
ラ
シ
「
エ
コ

ブ
ラ
シ
」、㈱
大
塚
製
作
所
／
大

塚
式
縫
製
技
術
、
㈱
ラ
ボ
シ
ス

テ
ム
／
無
縫
製
ニ
ッ
ト
製
造
技

術
、
㈱
オ
ビ
ツ
製
作
所
／
ソ
フ

ト
ビ
ニ
ー
ル
製
品
の
加
工
技

術
。

第18回葛飾ブランド「葛飾町工場(まちこうば )物語」認定品が決定
葛飾区産業フェア（10/19）にて認定証贈呈式を開催

葛
飾
の
町
工
場
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

選
り
す
ぐ
り
の
製
品
・
技
術
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Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

２
０
２
４
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

会
期
４
日
間
の
登
録
来
場
者
総
数
は

前
年
比
25
・
８
％
増
と
な
る
１
１
２
，０
１
４
人

　

一
般
社
団
法
人
電
子
情
報
技

術
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
：

代
表
理
事
／
会
長
津
賀 

一
宏 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
㈱ 

取
締
役
会
長
）
は
、

「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ　

２
０
２
４
」

（
会
期
：
10
月
15
～
18
日
会
場
：

幕
張
メ
ッ
セ
）
が
閉
幕
し
た
こ

と
を
発
表
し
た
。
25
回
目
の
開

催
と
な
っ
た
本
年
は
、
幅
広
い

業
界
か
ら
の
８
０
８
社
／
団
体

に
よ
る
多
彩
な
展
示
を
は
じ

め
、
２
０
３
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
、
複
数
の
テ
ー
マ
に
よ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
通
じ
て
、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

の
た
め
の
共
創
の
場
を
作
り
出

す
と
共
に
、
一
般
社
団
法
人
日

本
自
動
車
工
業
会
が
主
催
す
る

「JA
P

A
N

 M
O

B
IL

IT
Y 

SHO
W

 BIZW
EEK

 2024

」

と
の
併
催
が
実
現
し
た
こ
と

で
、産
業
の
幅
が
よ
り
広
が
り
、

本
年
の
開
催
テ
ー
マ
で
あ
る

「Innovation for All

」を
体
現

す
る
4
日
間
の
開
催
と
な
っ

た
。

　

会
期
4
日
間
の
登
録
来
場
者

数
は
１
１
２
，
０
１
４
人
（
前

年
比
25
・
８
％
増
）
で
、
幅
広

い
業
種
・
産
業
の
企
業
や
官
公

庁
、
自
治
体
、
研
究
機
関
等
に

所
属
す
る
方
々
を
は
じ
め
、
大

学
生
や
高
等
専
門
学
校
生
、
高

校
生
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
世
代
の
、

未
来
を
変
え
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

の
皆
様
が
来
場
し
た
。

　

次
回「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

２
０

２
５
」
は
、
２
０
２
５
年
10
月

14
日
㈫
～
17
日
㈮
の
会
期
で
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

出
展
者
募
集
は
２
０
２
５
年

２
月
よ
り
開
始
す
る
予
定
。

■ 

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

２
０
２
４ 

登
録
来
場
者
数

  

・
登
録
来
場
者
合
計
：　

１
１

２
，
０
１
４
人
（
２
０
２
３
年

実
績
：
８
９
，
０
４
７
人
）

■ 

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

２
０
２
４ 

開
催
規
模

　

・ 

出
展
者
数
：　

８
０
８
社

／
団
体
（
２
０
２
３
年
実
績
：

６
８
４
社
／
団
体
）

　

・ 

新
規
出
展
者
数
：
３
４
０

社
／
団
体
、
新
規
出
展
者
率
42

％
　
・ 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
／
大
学

研
究
機
関
出
展
者
数
：
１
８
８

社
／
団
体（
２
０
２
３
年
実
績
：

１
５
３
社
／
団
体
）

　

・ 

海
外
出
展
者
数
：
25
か
国

／
地
域
よ
り
１
５
８
社
／
団
体

（
２
０
２
３
年
実
績
：
21
か
国
／

地
域
よ
り
１
９
５
社
／
団
体
）

【 
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

２
０
２
４

公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
： htt

ps://www.ceatec.com/ 

】

一
般
社
団
法
人
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）

　

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ

Ｄ(

シ
ー
テ
ッ
ク 

ア
ワ
ー
ド) 

２
０
２
４
は
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ

ｙ
５
・
０
の
実
現
を
促
し
、 

新

た
な
価
値
と
市
場
の
創
造
・
発

展
に
貢
献
、
関
係
す
る
産
業
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
も
多
数
の
応
募
の
な
か

か
ら
、Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

Ａ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｄ
２
０
２
４ 

審
査
委
員
会

に
よ
る
厳
正
な
審
査
に
よ
り
選

出
さ
れ
た
。

CEATEC AWARD 2024
大臣賞・特別賞・部門賞発表！

  個人の目の見え方や見ているものに合わせて自動でピントを調節し、 スムーズな
オートフォーカスを実現するアイウェア。
   センサーが対象物までの距離を測定し、独自のアルゴリズムをもとに小さな特殊
レンズの形を 瞬時に変えることでストレスフリーなピント調節を実現。
    老視や近視、弱視など見えにくさの課題を持つ方を 対象とし、両手が塞がる細
かい近接作業や、近くと遠くを繰り返し見る場合などに適している。

ViXion01S 〜眼のピント調節機能を代替・
拡張する次世代アイウェア〜 ViXion ㈱

総務大臣賞屋外対応 A0 サイズ ePoster
シャープ㈱

    消費電力 0W で表示保持可能な電子ペーパーディスプレイ。
    屋外設置可能で大型となる A0 サイズ製品を開発。外光を反射して表示するた
め明るい屋外設置と相性が良く、屋外の掲示板やバス停等の大判ポスターをデジタ
ル化したいという市場の声を反映。
    大型化、屋外環境対応、太陽光発電システムと組み合せでエコでスマートな電
子ポスター製品を目指す。

経済産業大臣賞
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【天 然 鉱 物 使 用 凝 集 剤】
<ECOHEREｼﾘｰｽﾞ>

1) 自然に優しい天然鉱物使用
2) 一剤添加・攪拌で短時間での凝集沈殿
3) フロックの脱水性良好

➡
処理前 処理後

<取扱店 >

延岡本社　　　　TEL0982-24-1161　　（担当 ：川崎）

東京支社　　　　TEL03-4235-3151　　（担当 ：中村）

福岡支社　　　　TEL092-263-7522　　（担当 ：中嶋）

“水処理でお困りの際は、お気軽にご相談下さい”
（お問合せ先）　　https://www.kiyomoto.co.jp

清本鉄工株式会社 水・環境事業部

広告のご用命は
03(3662)8736

デジタルツインソフトウェア【TRANCITY】CalTa ㈱

    TRANCITY は動画をウ
ェブブラウザ上にアップ
ロードするだけで、誰でも
簡単に３D データが生成
できる デジタルツインソ
フトウェア。
    生成した３D データは
寸法情報のほか位置・時系
列情報を有しており、Go
ogle 3D Map をはじめと
する複数種類の地図上へ
実寸大で配置することで
インフラ施設の「何・い
つ・どこ」 が一目で分か
り、インフラの維持管理・
建設を中心とした幅広い
用途での活用が進む。

デジタル大臣賞

産業 DX 推進と業務効率化を実現する
NEC の映像認識×生成 AI
日本電気㈱

    長時間の映像データに映った人物や車、建物、動物、樹木、空の様子などの様々な
物体や環境と、それらの変化を認識・理解し、更に NEC が開発した生成 AI の大規模
言語モデル（LLM）を用いて、利用者の目的に応じた短縮動画と説明文章を自動生成
する世界初の技術である。
    本技術は、デジタル都市に 蓄積される膨大な映像データの利活用を可能にし、産
業 DX 推進と業務効率化の実現に貢献する。

25 周年特別賞
本年の CEATEC 開催テーマである「Innovati
on for All」に相応しく、特に AI 関連テクノロ
ジーとその活用において優れていると評価さ
れる案件を、25 周年特別賞として表彰

イノベーション部門賞

HMS ㈱

3D センサと独自開発 AI によ
る 3 次元認識の複合による配
筋検査自動化システム
ー GEMBA 3D ー

㈱村田製作所

TDK ㈱

スピントロニクス技術を
用いた第 4 の受動素子で
AI デバイスの消費電力が
1/100 に

最先端半導体の高性能化、省電力
化に貢献するコンデンサ / インダ
クタ内蔵基板（iPaS）



No.1 1 6 4 （ 4 ）令 和 6 年 11 月 10 日 発 行

本            社　〒 120-0047 東京都足立区宮城 1-35-11
東日本営業所   TEL 03-5959-6701  FAX 03-5959-6711
西日本営業所　〒 510-0051 三重県四日市市千歳町 1-52
                     TEL 059-353-5094   FAX 059-354-8688
群 馬 工 場  〒 370-0426 群馬県太田市世良田町 3023

（ 加 工 部 門 ）   TEL 0276-40-7150   FAX 0276-40-7152

みなさまのニーズに即、
お応えできる材料商社

関東金誠株式会社
●取り扱い商品

非鉄金属／めっき材料／研磨材料
本　　　社　〒 123-0844 東京都足立区興野 1 丁目 14 番 19 号

4227）2583（30XAF／1227）2583（30☎
高崎営業所　〒 370-1207 群 馬 県 高 崎 市 綿 貫 町 7 4 6 番 地

0293）643（720XAF／5293）643（720☎

慶應義塾大学後方散乱通信研究コンソーシアム

【案件概要】
企業や個人がデータを交換・共有できるようにするためのソフトウェアおよびスペック。ソフトウ
ェアコンポーネントには、コンプライアンスエンジン、レジストリ、公証人などが含まれ、これら
は Gaia-X デジタル クリアリング ハウス（GXDCH）によって展開される。これらのツールは連携
して動作し、Gaia-X が定めた基準に準拠した方法でデータ流通が行われる。これにより、参加者
はデータの共有活動を行いながらも、データ流通の管理を維持することが可能となる。Gaia-X は、
ソフトウェアに加えて、コンプライアンス文書、ICAM、アーキテクチャ文書などの仕様を提供。
これらの文書では、交換データの整合性、セキュリティ、プライバシーを確保するために参加者が
遵守すべきルール、技術標準、ベストプラクティスを概説している。Gaia-X は、エコシステム内
のすべての参加者が同じ基準を遵守することで信頼性を確保し、データ所有者の権利や管理を損な
うことなく、信頼性の高いデータ流通環境を実現する。

【選評】
Gaia-X は、ヨーロッパが主導する、自律分散型の企業間データ連携コンソーシアムであり、欧州だけで 300 
社、日本企業もルール作成や運用に関わっている。1 社のみでデータを独占する他のプラットフォームと比
較し、製品の上流工程からエンドユーザまでのデータを一元管理することも可能となる。データ連携の推進
により、企業とユーザ、双方が恩恵を受けられることが期待されている。本取り組みは、既に運用が始まっ
ており、今後ユーザ拡大によって、データ流通を促す重要な基盤となることが評価された。

ネクストジェネレーション部門賞

国立大学法人東北大学

CMOS/ スピントロニクス融合 AI 半導体

コ・クリエイション（共創）部門賞

エゾウィン㈱

トリマティス㈱

Reposaku ( レ
ポサク ) - 超高
精度 GPS ロガー
で「挿すだけ・カ
ン タ ン・ 農 業
DX」を実現

水中フュージョン
センサ

グローバル部門賞

Data doesn’t flow on rainbows
Gaia-X European Association for Data and Cloud AISBL

Neuro ID®: The Ultimate Secure Biometric Solution
YNEURO

【案件概要】
各個人のユニークな神経シグネチャを活用することで、本人確認を一変させる先駆的な生体認証シ
ステム。従来の方法とは異なり、Neuro ID は複製不可能な神経パターンを活用することで、安全
で、プライバシーが守られ、シームレスな代替手段を提供。このテクノロジーは、パスワードや物
理的な生体認証の必要性を排除し、セキュリティ侵害のリスクを大幅に低減する。
アダプテーション学習機能により、認識精度が継続的に向上し、きわめてパーソナライズされたユ
ーザ体験を提供することが可能。このシステムの汎用性は、金融、政府、防衛、家電などの分野に
及び、デジタルセキュリティに革命をもたらす可能性を秘めている。

【選評】
脳波を複製が不可能な生体認証データとして活用することで、パスワードや物理的な生体認証を不
要とする画期的なソリューションである。小型の EEG センサーの場合、ノイズ対策等に課題が感
じられるが、実現すれば新しい認証基盤となる可能性を秘めている。その新規性やイノベーション
にチャレンジしている意気込みが評価された。また、実現した際に広がる応用の幅広さなどの将来
性にも期待が寄せられた。

同期・マルチチャネル　バッテリフリー無
線センシングシステム（画像なし）
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大 阪 府 東 大 阪 市 今 米 2 - 1 - 2 9

神奈川県厚木市岡田 2-8-28 パストラル飯島 202A
愛 知 県 春 日 井 市 勝 川 町 2 - 1 5 - 2
福 岡 県 福 岡 市 博 多 区 東 雲 町 3 - 3 - 1 - 6 0 2
東京都練馬区氷川台 3-29-11 ベネ氷川台 101

本 社

関 東 営 業 所
東 海 営 業 所
九 州 営 業 所
リサイクル事業部

[ 統括本部 ] TEL.072-967-2732 FAX.072-967-2809
[ 技術本部 ] TEL.072-967-1149 FAX.072-967-2559
TEL.046-229-4884 FAX046-229-5123
TEL.0568-33-5600 FAX.0568-33-5636
TEL.092-587-6333 FAX.092-587-6330
TEL.03-6906-4811 FAX.03-6906-4812

〒578-0903

〒243-0021
〒486-0945
〒812-0871
〒179-0084

耐酸石英ヒーター　
現在温度、目標温度が一目で分かりやすく
簡単に温度設定が可能です。センサーは
Pt100Q（白金抵抗体）を使用しており、
SUS 管にテフロンチューブを皮膜してい
るので薬品を選びません。

用途：クロームめっき・金めっき・無電解
ニッケル等液中潜水用、簡易防水用等多種
あります。規格寸法の他に特殊電圧、寸法
もあります。

デジタル自動温度調節器

有限会社シンワ電熱 〒 132-0025　東京都江戸川区松江 2-29-14
TEL:03-5607-1187       FAX:03-5607-1182

（型式：Ｄタイプ）

ＦＲＰ加工・成型・施工

　南 越 化 成合同
会社

〒315-0121　茨城県石岡市真家 422
電 話　0299-46-0063　　E-mail  info@minamisyou.co.jp

信頼と信用をかたちに MEP Enviro Technology Sdn Bhd（MEPSB）との
貴金属回収技術援助契約を締結

拡大するマレーシアのエレクトロニクス産業において、
E-waste のリサイクルに貢献

　

田
中
貴
金
属
グ
ル
ー
プ
の
中

核
企
業
と
し
て
産
業
用
貴
金
属

事
業
を
展
開
す
る
田
中
貴
金
属

工
業
株
式
会
社
（
本
社
：
東
京

都
中
央
区
、
代
表
取
締
役
社
長

執
行
役
員
：
田
中
浩
一
朗
氏
）

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
手
資
源

回
収
企
業M

EP Enviro Tec
hnology Sdn Bhd

（
以
下
、ME

PSB

）
と
の
貴
金
属
回
収
技
術

援
助
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
を

発
表
し
た
。M

EPSB

は
、
マ

レ
ー
シ
ア
・
ペ
ナ
ン
州
の
ブ
キ

ッ
ト
・
ミ
ニ
ャ
ッ
ク
工
業
団
地

に
新
た
な
回
収
工
場
を
建
設

し
、
現
地
時
間
8
月
8
日
に
落

成
式
を
行
っ
た
。落
成
式
で
は
、

田
中
貴
金
属
工
業
とM

EPSB

の
貴
金
属
回
収
技
術
援
助
契
約

の
調
印
式
も
併
せ
て
実
施
さ
れ

た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
電
子

部
品
・
半
導
体
製
造
な
ど
の
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
は
、
１

９
７
０
年
代
に
多
国
籍
企
業
が

進
出
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
50
年
以
上
に
渡
り
成
長
を

続
け
て
き
た
。
現
在
、
ペ
ナ
ン

州
に
は
３
０
０
社
以
上
の
多
国

籍
な
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
造

工
場
が
あ
り
、
多
種
多
様
な
電

子
部
品
・
電
子
機
器
・
半
導
体

の
製
造
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
２
０
２
４
年
5
月
に
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
ア
ン
ワ
ル
・
イ

ブ
ラ
ヒ
ム
首
相
に
よ
っ
て
、「
マ

レ
ー
シ
ア
半
導
体
産
業
の
高
度

化
を
促
す
国
家
半
導
体
戦
略

（NSS

）」
が
発
表
さ
れ
る
な

ど
、
今
後
の
さ
ら
な
る
拡
大
が

見
込
ま
れ
る
市
場
と
な
っ
て
い

る
。

　

M
EPSB

の
回
収
工
場
に
お

い
て
田
中
貴
金
属
工
業
は
、E-

waste

※
か
ら
の
貴
金
属
リ
サ

イ
ク
ル
技
術
支
援
を
行
う
。

M
EPSB

が
、
マ
レ
ー
シ
ア
国

内
に
お
い
て
廃
棄
物
の
集
荷
お

よ
び
、
貴
金
属
を
濃
縮
す
る
た

め
の
前
処
理
を
行
い
、
そ
の
濃

縮
さ
れ
た
貴
金
属
を
日
本
の
田

中
貴
金
属
の
拠
点
で
高
純
度
精

製
を
行
い
、
再
利
用
可
能
と
す

る
。
拡
大
し
続
け
る
マ
レ
ー
シ

ア
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業

に
お
い
て
、
田
中
貴
金
属
工
業

が
培
っ
た
貴
金
属
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ロ
セ
ス
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
貴
金
属
回
収
に
お
け
る
高

い
リ
サ
イ
ク
ル
率
へ
の
貢
献
が

で
き
る
と
考
え
る
。
田
中
貴
金

属
工
業
取
締
役
常
務
執
行
役
員

の
道
前
彰
彦
氏
は
、「
大
手
リ
サ

イ
ク
ル
企
業
で
あ
るM

EPSB

と
連
携
す
る
こ
と
で
、
マ
レ
ー

シ
ア
で
貴
金
属
材
料
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
4
月
の
バ

ー
ゼ
ル
条
約
の
改
定
を
見
据
え

て
、
各
国
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
体

制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
田
中
貴
金
属
工
業
で
は
、

今
後
も
貴
金
属
製
品
の
生
産
か

ら
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
東
南
ア
ジ
ア
に
も
広

げ
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
て
い

る
。

　

田
中
貴
金
属
工
業
で
は
、
貴

金
属
リ
サ
イ
ク
ル
の
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
を
推
進
し
て
い
く
。
マ

レ
ー
シ
ア
国
内
に
お
い
て
、
新

た
な
貴
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
ス
キ

ー
ム
を
構
築
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
東
南
ア
ジ
ア
を
は
じ

め
と
す
る
世
界
各
国
に
お
い

て
、
さ
ら
な
る
貴
金
属
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
の
展
開
を
行
っ
て
い

く
。

※E-waste

：
電
気
電
子
機
器

廃
棄
物
、
電
子
ご
み
と
も
い
わ

れ
る
。
電
気
・
電
子
製
品
の
廃

棄
物
や
、
電
子
部
品
・
半
導
体

な
ど
の
製
造
上
で
発
生
す
る
金

属
片
・
く
ず
や
廃
棄
物
な
ど
の

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ス
ク
ラ
ッ
プ

を
指
す
。

　

㈱
オ
カ
ダ
テ
ッ
ク
ス
（
千
葉

県
野
田
市
花
輪
７
３
５
／
☎
０

４
７
１
・
24
・
４
１
５
１
）
は

10
月
に
開
催
し
た
株
主
総
会
に

お
い
て
岡
田
茂
代
表
取
締
役
社

長
の
取
締
役
会
長
に
就
任
に
伴

い
、
岡
田
源
利
氏
が
代
表
取
締

役
社
長
が
新
た
に
就
任
し
た
こ

と
を
発
表
し
た
。

新
社
長

㈱
オ
カ
ダ
テ
ッ
ク
ス

左から、Dato Ivan Ong, Director of MEP Enviro Technology Sdn Bhd ／ YB Mr H’ng 
Mooi Lye, Penang State Exco for Local Government and Town & Country Planning ／
田中貴金属工業 取締役常務執行役員　道前 彰彦

【MEP Enviro Technology Sdn Bhd について】
社名：MEP Enviro Technology Sdn Bhd（MEPSB）
創業：2005 年
代表：Ivan Ong
売上高：62.7 億円（2022 年）
従業員数：580 名（グループ全体。マレーシアでは 450 名）
拠点：マレーシア (4 工場 )、タイ、ベトナム、フィリピン、シンガポー
ル、香港
HP アドレス：https://www.mepsb.com/

■田中貴金属グループについて
　田中貴金属グループは 1885 年（明治 18 年）の創業以来、貴金属を中
心とした事業領域で幅広い活動を展開してきた。国内ではトップクラスの
貴金属取扱量を誇り、長年に渡って、産業用貴金属製品の製造・販売なら
びに、資産用や宝飾品としての貴金属商品を提供している。
　貴金属に携わる専門家集団として、国内外のグループ各社が製造、販売
そして技術開発において連携・協力し、製品とサービスを提供している。
2023 年度（2023 年 12 月期）の連結売上高は 6,111 億円、5,355 人の
従業員を擁している。
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表面処理業界の総合プランナー

めっきのことなら何でもお任せ下さい！

〒144-0051  東京都大田区西蒲田 7 丁目 57 番 11 号
本 社　TEL 03-3733-7131　FAX 03-3739-0321
湘 南　TEL 0466-34-1711　FAX 0466-34-0581
横 浜　TEL 045-461-6088　FAX 045-461-6077

www.sanmatu.co.jp

SEMI リポート

シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ー
ハ
世
界
出
荷
面
積
は

２
０
２
５
年
に
急
回
復
へ

　SEMI（本部：米国カリフォルニア州ミルピタス）は、
10 月 21 日（米国時間）、SEMI の年次シリコンウェーハ出荷面積予測に
おいて、シリコンウェーハの世界出荷面積が、2024 年は前年比 2% 減の
121 億 7,400 万平方インチとなった後、2025 年には 10% 増の 133 億
2,800 万平方インチへ急回復する見込みであることを明らかにした。
　シリコンウェーハの力強い成長は、AI およびアドバンストプロセスから
の需要増大に応じた世界的なファブ稼働率の改善により、2027 年まで継
続することが予測される。これに加えて、アドバンストパッケージングお
よび広帯域メモリ（HBM）の新たなアプリケーションからのウェーハ消費
拡大が、シリコンウェーハの需要を押し上げている。こうしたアプリケー
ションとしては、仮 / 永久接合キャリアウェーハ、インターポーザー、チ
ップレットのデバイス分割、メモリ / ロジックアレイ分割がある。

　シリコンウェーハは半導体の基本材料であり、半導体は、コンピューター、通信機器、
家電をはじめとするあらゆるエレクトロニクス関連製品において極めて重要な部品。シリ
コンウェーハは、高度な技術で作られた薄い円盤状の素材で、最大 300mm までの様々な
直径で製造されており、ほとんどの半導体デバイス（チップ）の基板材料として使われて
いる。
　本リリースで用いている数値は、ウェーハメーカーよりエンドユーザーに出荷されたポ
リッシュドウェーハとエピタキシャルウェーハを集計したもの。ノンポリッシュドおよび
再生ウェーハは含まれない。
　SEMI の年次シリコン出荷面積予測は、Silicon Manufacturers Group（SMG）のメン
バーが提出する情報に基づいて行われる。SMG は SEMI の Electronic Materials Group

（EMG）の分科会であり、多結晶シリコン、単結晶シリコン、シリコンウェーハ（カット、
ポリッシュト、エピなど）の製造に関わる SEMI 会員の組織。SMG は、シリコンおよび
半導体業界の市場情報や統計の作成など、業界課題への取り組みを推進している。

* 電子グレードシリコンウェーハの総出荷面積（ノンポリッシュトおよび再生ウェーハ
を除く）；半導体アプリケーション向けのみ、太陽光発電向けは除く

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

そ
の
中
で
、
２
０
２
８
年
に

開
催
予
定
の
第
49
回
技
能
五
輪

国
際
大
会
に
つ
い
て
、
９
月
９

日
㈪
に
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
（
リ

ヨ
ン
）
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル

ド
ス
キ
ル
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
総
会
で
の
加
盟
国
・
地
域

に
よ
る
投
票
の
結
果
、
第
49
回

技
能
五
輪
国
際
大
会
の
開
催
が

日
本
（
愛
知
県
）
に
決
定
し
た
。

　

技
能
五
輪
国
際
大
会
の
日
本

で
の
開
催
は
、
１
９
７
０
年
の

東
京
、
１
９
８
５
年
の
大
阪
、

２
０
０
７
年
の
静
岡
に
続
き
21

年
ぶ
り
４
回
目
と
な
る
。

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
銀
メ
ダ
ル

５
個
、
銅
メ
ダ
ル
４
個
、
敢
闘

賞
21
個
を
獲
得
し
た
。
金
メ
ダ

ル
の
国
別
獲
得
数
で
は
５
位
の

成
績
と
な
り
、
首
位
の
中
国
は

金
メ
ダ
ル
36
個
、
２
位
の
韓
国

は
10
個
と
大
き
な
差
が
開
い

た
。
か
つ
て
は
日
本
が
１
位
、

２
位
だ
っ
た
時
期
も
あ
る
が
、

昨
今
は
国
策
と
し
て
技
能
五
輪

に
力
を
入
れ
て
い
る
中
国
や
韓

国
に
追
い
抜
か
れ
、
順
位
が
停

滞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
場

力
の
低
下
と
見
る
向
き
も
あ
る

が
、
技
能
五
輪
に
か
け
る
各
国

の
投
資
戦
略
の
違
い
も
結
果
に

大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み

　

厚
生
労
働
省
は
、「
第
47
回
技

能
五
輪
国
際
大
会
（The 47th 

W
orldSkills Competition

） 
に
出
場
し
た
日
本
選
手
が
、
５

職
種
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

と
発
表
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
フ
ラ
ン
ス

共
和
国
・
リ
ヨ
ン
で 
９
月
10
日

か
ら
15
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
日

本
を
含
め
た 

60
か
国
・
地
域
の

１
３
１
３
人
の
選
手
が
参
加

し
、
59
職
種
の
競
技
が
行
わ
れ

た
。
日
本
選
手
は
、
47
職
種
の

競
技
に
55
人
が
参
加
し
、
産
業

機
械
、
自
動
車
板
金
、
美
容
／

理
容
、
車
体
塗
装
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
職
種
の
５
職
種
で

　

去
る
10
月
か
ら
、
利
用
者
の

目
的
の
情
報
に
た
ど
り
着
き
や

す
い
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
た
ほ

か
、
簡
易
的
な
技
術
相
談
に
対

応
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
開

設
。
利
用
者
か
ら
問
い
合
わ
せ

の
多
い
技
術
的
な
内
容
に
つ
い

て
、
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

●
問
合
せ
先
：
技
術
振
興
室　

相
談
支
援
係
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都産技研ウェブサイトが
リニューアル

 https://www.iri-tokyo.jp/

簡易技術相談
チャットボットを開設

技
能
五
輪
国
際
大
会

日
本
「
金
」
５
個
獲
得
（
５
位
）
育
成
環
境
・
投
資
戦
略
が
今
後
の
カ
ギ
に

そ
の
中
で
第
49
回
技
能
五
輪
国
際
大
会
の
開
催
が
日
本
（
愛
知
県
）
に
決
定


